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夏休みが終わり、曽根小学校にも元気な「そねっ子」たちの元気な姿が帰ってきました。やはり、学校は子 

どもたちの笑顔と活気に満ちた日々が一番です。２学期は、運動会や学習発表会、修学旅行など、学校行事も 

豊富です。加えて、今年度は「創立１５０周年」を迎える曽根小学校です。子どもたちにとって、健康・安全を 

第一に充実した学期となるよう努めて参ります。 

 ２学期 始業式 
 

始業式は、コロナ対策、熱中症対策の観点から校長室をス

タジオにしてリモートで各教室と繋いで実施しました。 

校長の話では、「実りの秋」に結び付けて、「充実した 

２学期」にするために大切にしてほしい２つのことを話し 

ました。日頃、積み重ねてきていることが実を結んでいく 

んだよというお話です。 

１つ目は、何をするにしても「めあて」をもって挑戦する

２学期にしていきましょうと話しました。 

2学期は一番長く、運動会をはじめ、たくさんの行事があ 

る学期ですが、勉強や行事の中からも、「大好き」「やりたい」を見つけて「めあて」や目標にし、できるま 

で挑戦し続けてほしいという話を、いくつかの具体例を挙げて説明しました。そして、結果だけでなく、その 

頑張りそのものが「なりたい自分」にしてくれるんだよと伝えました。 

そして２つ目は、みんなの力で、それもちょっとした力で、すごいことができるんだという話をしました。 

２学期には、運動会、学習発表会、陸上記録会、６年生の修学旅行、また、今年度に創立１５０周年を迎え 

る曽根小学校の記念式典（１月）に向けた取組も始まります。これらは、一人だけでなく、みんなと一緒に力 

を合わせて行っていく行事であること、曽根小学校のみんなの力が一つになったときには、きっととてもすば 

らしい行事になるということ、そして、それがみんなの新しい力になるという話です。 

「靴ぞろえ」や「あいさつ」を例に、日頃の当たり前の生活にも目を向け、一人一人の小さな力を積み重ね

ていくことも「力を合わせる」ことに繋がるという話もしました。 

 

 新規罹患者数は減少してきているとはいえ、新型コロナの感染拡大にまだまだ予断を許さない日々、加えて 

例年以上の酷暑・猛暑が続いていますが、学校では手洗い・消毒の励行、定期的な換気等による適切な教室環 

境整備等、感染症予防に係る対応を、熱中症対策と合わせて引き続き行っていきます。行事についても、最新 

の情報を入れながら、中学校区や各機関とも連携を図り、見直しや検討を進めて参ります。 

各ご家庭でも、引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   

ヒマワリの種採り体験    

３年生が、総合的な学習の時間「曽根のすごい人発見！」という学習で、 

学区で米作りをされている山本さんのお宅に見学や体験学習等のご協力を 

いただいている様子は、前号（7/１９付第８号）でも紹介していましたが、 

その折も記事にしていたヒマワリ畑の数種類のヒマワリがたくさん実を付 

けているので、ぜひ子どもたちに種採り体験をと学期始め早々にわざわざ 

学校へ持ってきてくださいました。 

 早速に計画を立て、１～３年生の子どもたちが種採り体験をしました。「わぁ、すげーいっぱいある」「これ、

全部種なん？」「種の色が違う」などの感想を口にしながら、どの子も夢中になって種を採っていました。下 

学年３学年だけでは採り切れないほどの量で、採取した種はおそらく数千粒・・・・。「子どもたちのために」

という地域の方のご親切で、本当によい体験学習ができました。 

   創立１５０周年記念 運動会に向けて 

 
 今年度の運動会も、来場者の限定（ご家族のみ）、来校時の健康 

チェック、自由観覧席（演技中の児童の保護者優先）等により、観 

覧者の３密防止等を図り、加えて、校内ＴＶ放送による開閉会式、 

演技・競技内容の工夫等、規模を縮小して可能な限り新型コロナウ 

イルス感染症対策を講じた上での実施となります。 

 それでも、子どもたちは年に一度の一大イベント（今年度は創立 

１５０周年記念）に向け、一生懸命に練習を重ねています。        9.12.代表委員会                      

 先日、６年生の代表２名が校長室にやってきて、「こんな運動会 

にしたい」「開閉会式をこんなふうにしたい」と思いを伝えてくれ 

ました。高学年の子どもたちは「自分たちの運動会」という意識を 

もって、様々な準備に取り組んでいるようです。 

  ６年生は、ＳＦＰ（スポーツ・フェスティバル・プロジェクト） 

という計画を立ち上げ、スライド班・テープカット班・ニュース班 

・ＣＭ班・インタビュー班・フォトスポット班・キャラクター班と全員が作業 

を分担し、限られた時間を有効に使ってそれぞれ意欲的に活動しています。 

 ５年生も、代表委員会で決まった運動会のスローガン 

 

の掲示用デザイン・製作を担当し、運動会を盛り上げようと 

制作作業を分担して頑張っています。               

 こうした一つ一つのプロセスが、学校行事を主役たる「子 

どもたちのもの」「子どもたちの活躍の場」「子どもたちの 

力」となっていくのだと思っています。 

 創立１５０周年を迎える曽根小学校ですが、この記念すべ 

き一年を、この運動会を機に子どもたちの思いや活動を主体 

として築いていきたいと考えています。 
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